
上のグラフは喫煙率と肺がん死亡率の推移を示しています。喫煙を続けると肺がんになる確率が高

くなるので喫煙率が高いと肺がん死亡率も高くなるのですが、グラフを良く見てください。喫煙率は１９

６５年をピークに下がり始めたのに対し死亡率は１９９５年まで上昇し続け、その後下がり始めています。 

これは喫煙で肺がんになるまでには時間がかかる事を示しているのです。つまり肺がんになるまで

に３０年近くかかると言うことなので、吸い始めて１０年や２０年では健康状態に大きな変化はない事が

多いのです。また喫煙が原因で発症する COPDと呼ばれる肺の病気も下の図のように、年齢を重ねる

ごとに悪化し、後年は不自由な生活をすることになります。 

タバコを吸い始めてもすぐには健康被害を実感することはありせん。しかし、その事がかえって喫煙

を続けさせ、将来的に致命的な病気を発症させるのです。２０歳から吸い始めたとすると５０歳を過ぎ

た頃から影響が出てくる事を

知っておいてください。 
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